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研究成果の概要： 

 戦前期の女子ミッション・スクールは、地域移動を含めた女性の社会移動を促進し、英語教

員、医師、音楽家などの専門職への道を開き、官公庁、一般企業での就職をも促進し、大都市

と不可分な関係を作り出した。また、女子ミッション・スクールは西洋的な教養を主とする

教育により、都市の特定の集団との結びつきを強め、その集団の学校への帰属意識を

高めたことによって、結果として学校を介在させた階層の再生産に寄与したと推測さ

れる。  
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２００８年度  900,000 270,000 1,170,000 
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１．研究開始当初の背景 

階層文化と教育の歴史社会学的

研究としては、これまでは地方都市

を分析対象とし、その地域社会にお

ける各社会集団の文化の継承や階

層の再生産の問題を扱ってきた。し

かし大都市から地方への文化の伝

播という図式では大都市そのもの

がもつ地域性とその文化およびそ

れを形成した集団とその集団の再

生産については検討されることは
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なかった。（天野郁夫・吉田文他が

兵庫県丹波笹山地区における中等

教育機関を事例とした実証的研究

『学歴主義の社会史』有信堂、1991

年、廣田照幸他が山形県鶴岡市を中

心とした実証的研究、『近代化過程

における中等教育の機能変容に関

する地域間比較研究』200１年など）

一方、女子教育の歴史研究に関して

は、高等女学校における学校文化の

史的研究としては1980年代から組

織的な研究調査が行われ、また近年、

日本教育社会学会大会においても、

金沢第一高等女学校、和歌山県立第

一高等女学校などの事例的研究が

見られるが、東京を始めとする大都

市における女子教育機関、特に私立

の女子教育機関については十分な

実証駅研究がなされてこなかった。 

しかし、日本における女子教育の

発展過程を辿るならば、明治初年よ

り、東京、横浜を中心として女子ミ

ッション・スクールが女子の中等お

よび高等教育の形成に少なからぬ

影響力をもっており、特に高等教育

の量的拡大にはこうした私立の女

子教育機関、特に明治・大正期にお

いてはミッション系女子教育機関

が都市部の開明的な上層・新中間層

を中心として先駆的な役割りを果

たしていたことは、明治期日本の女

子教育史においては周知の事実で

ある。そして、これら女子ミッショ

ン・スクールが、西洋的教養を教授

するのみならず、女子の高等教育機

関への進学意欲を高め、選抜的な専

門学校へと積極的に進学させてい

たという事実、そして、こうした学

校が女子中等教育を軸としながら

も高等教育機関や初等教育機関、さ

らには就学前教育機関をも併設し

て一貫教育、すなわち「エスカレー

タ校」を成していたこととその意味

についてもこれまで研究されてこ

なかった。 

一方で昭和初期の東京市拡大期

に形成されたと考えられる都市の

「新中間層」および「上層階層」の

教育戦略について、その初期的形態

から分析することは、今日における

「エスカレータ式」私立学校の利用

層の分析にも示唆を与えるものと

考える。さらに女子にとっては階層

格差、地域格差は男子のそれよりも

大きいとされることから、女子高等

教育機関が集中していた大都市を

分析対象とする研究の必要性があ

った。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、近代日本における新中

間層の階層文化と教育との関連を女子

教育機関、特に中等・高等教育一貫型

の女子教育機関の学校文化と生徒の出

身階層との関連で実証的に明らかにし

ようとするものである。この目的に向

かって次の三つのレベルにしたがって

研究を進めた。先ず第１に大都市に住

む新中間層の階層文化の形成を、昭和

初期の東京市が郊外化に向かった時代

的背景のなかで検討する。明治期に日

本に移入され都市の知識人層とその子

女の教育を担った女子ミッション・ス

クールの西洋的教養主義的文化が都市

新中間層の形成にどのような影響を及

ぼしたのかを検討する。次に「進学名

門校」としてあるいは「エスカレータ



 

 

式」一貫教育のなかで高等教育への進

学準備教育機関としての女子ミッショ

ン・スクールに焦点をあて、生徒の出

身階層とその教育戦略について検討す

る。最後に、以上の分析結果を踏まえ

て、都市のもつ階級の集積作用と教

育・文化を介在とした、女性を軸とし

た階級再生産戦略について検討する。 

    

３．研究の方法 

この研究の全体構想の中で、今回の

科学研究費の交付期間内においては、

特に戦前期の女子ミッション・スクー

ルで学んだ生徒の出身階層と学校文

化の形成、および生徒の家庭の住居地

域をも視野に入れて、以下の（１）～

（３）について各学校の資料室での資

料収集、聴き取り調査、データ入力、

データ分析などを行った。 

 

（１）女子ミッション・スクールの資

料室よりデータを収集して集計

した。各学校の資料室所蔵の記

録文書、年次報告書、会議議事

録、同窓会誌などから、学校の

カリキュラム、学校行事、課外

活動、生徒の家庭調査、生徒の

生活調査、趣味などに関する記

録を収集した。そのデータ分析

から得られた結果の裏づけとな

るデータをさらに収集した。 

（２）昭和初期に中等・高等一貫型女

子教育機関に学んだ卒業生に個

別インタビュー調査を行った。

方法としては、１～２時間程度

の面接による聴き取りとした。

録音の承諾が得られないため筆

記とした。また、インタビュア

ーが所有の学生時代の記録文

書・写真をコピーした。 

（３）旧東京市街図、および横浜市の交

通網の発達史、都市整備拡張計画、

周辺各地からの移入者状況調査、

民間土地開発計画と田園都市計画、

郊外への拡張過程、東京府各区の

職業構成、学校・病院・文化施設・

教会などの分布状況などについて

の資料の収集。 

（４）地方都市（広島市、前橋市）の地方

史から、その地域とミッション・

スクールとの関わりや、ミッショ

ン・スクールが地域文化に及ぼし

た影響などを捉える作業を行った。 

（５）都市文化形成に関する理論的、実

証的文献の検討。階層文化と教育に

関する文献の検討。日本教育史、女

子教育史、キリスト教学校教育関係

史の文献検討。戦前期の新聞・雑誌

記事を収集。 

 

収集・分析した資料： 

「家庭調査」東洋英和女学院、昭和19年

～昭和26年 

「広島女学院理事総会報告綴」昭和６～

17年、 

「広島女学校同窓会会員名簿」広島女学

校同窓会、昭和３年 

「青山学院女子専門部原簿」昭和４年～

２５年 

「青山学院高等女学部生徒原簿」青山学

院、大正１０年～昭和１０年 

『あゆみ』第11号～５５号、フェリス女

学院資料室、1983～2005年 

『史の会研究誌』1991年、1993年、1996

年、江刺昭子発行 

『東京市統計図表』東京市、1939年 

「芸備新聞」大正11年２月４日 



 

 

 

４．研究成果 

本調査で収集した量的および質的デ

ータの整理を行うと同時に、すでに蓄積

していた学校のデータを合わせること

によって複数の学校のデータを比較検

討することができた。得られた知見は以

下のようである。  

１．明治初期、横浜に設立されたフェリ

ス女学院の同窓会誌等からデータを収

集し、地域社会と教育と女性の近代社会

との関係を考察した。具体的には卒業生

の上級学校進学状況と就職状況調査を

もとに、同校の卒業生の、教育を通して

女性の就業や社会活動への参加状況を

時系列的に分析した。その結果、初期（

明治期）の入学者は地元の横浜市出身者

の比率は高くはなく、地方伝道者との関

係あるいは横浜港の絹貿易の発展とと

もに絹の産地である群馬県や長野県か

ら入学した生徒が多かった。時代を下る

ごとに次第に横浜出身者が増加してい

くが、主に貿易をはじめとする商業関係

者の子女が英語などの習得のために入

学していたことが回想録などに認めら

れる。卒業後は母校の教師、あるいは他

の女子ミッション・スクールの英語教師

として赴任し、次第に全国の公立高等女

学校に就く者も増えてくる。また大正期

には一般企業への就職者が出現し、外国

商社、貿易会社、通信社、電気会社など

にタイピストや英文速記者として勤務

している。その他には横浜市役所、県庁

、鉄道省、水道局に勤務する者も現れる

。このように、女子ミッション・スクー

ルは明治期では地方からの女性の地域

移動を促し、大正期以降ではさらに女性

の職業進出に一定の役割りを果たした

と考えられる。  

２．次に、地方都市の女子ミッション・

スクールとして広島女学院の同窓会誌

および年次報告書より、明治後期から昭

和前期にかけての卒業生の住所を手が

かりに、地域移動を分析したところ、明

治期では地元の広島県に留まる者が少

ないという傾向が見られた。また生徒の

出身家庭の職業は「官吏」「軍人」など

新中間層が多数を占め、また卒業者の住

所は広島県内が２割未満と少数である

ことから、東京などからの転勤者が女子

ミッション・スクールに子女の教育を託

したものと思われる。しかし、生徒数の

増加にともなって卒業後の県内定住者

の比率が増加していった。おそらく明治

後期に設置された保母養成課程が県内

の幼児教育機関としての機能が認識さ

れたことと、米国伝道師会からの資金援

助や楽器類の調達により音楽教育が充

実し、明治後期には生徒による管弦楽団

の演奏活動が地域社会に定着し、次第に

学校が地域文化の中心となってミッシ

ョン・スクールの活動が定着していった

と思われる。さらに昭和期に入ると、海

外からの帰国子女が増えたことに対応

してか、ミッション・スクールがこうし

た「二世」を受け入れていたことが記録

から窺える。昭和期には生徒数が急増し

卒業者の住所も広島県内が6割以上を占

める。昭和11年の調査によれば「父職業

」では商業が圧倒的多数を占め、会社員

、官公吏、教員、軍人、医者と続く。新

中間層の形成が大都市より遅れていた

地方都市では商業層がミッション・スク

ールの支持母体となっていたといえる。 

３．首都圏の女子ミッション・スクール

として東洋英和女学院の昭和 19 年～２



 

 

５年の高等女学部生徒の『家庭調査書』

よりデータを収集した。カナダメソジス

ト派のミッション・スクールで、生徒の

住所は学校近辺の赤坂区、麻布区に集中

していることから、大都市にあって地域

性の強い学校であるといえる。また、家

族の在籍校調査によれば女子では東洋

英和出身者が比較的多く男子では慶應

義塾、麻布中学を中心に私立学校に通学

している者が多い。父職業では、会社員、

政府関連機関勤務者、貿易関係、技術関

係、海外事業関連、商業が多く、赤坂区、

麻布区在住者に特徴的な職業であると

いえる。また軍関係で外地に勤務してい

る者が父あるいは兄に少なからず見ら

れる。家庭の宗教としてはキリスト教が

多いというわけではない。宗教関係者を

除けば仏教が多い。しかし、兄弟姉妹、

母親にキリスト教信者がいくらか認め

られる。  

初等・中等一貫教育機関でありかつ家庭

教育を重視した教育方針はある特定の

社会集団を支持母体として成り立って

いたと考えられる。それは次の青山女学

院との対比で明らかである。  

４．現在に至る「進学名門校」「エスカレー

タ校」を積極的に利用して女子の高等教育機

会を確実にしようとした都市の上層・中間階

層の教育戦略の形態を分析した。日本におけ

る教育と社会階層の歴史社会学的研究で蓄

積された階級構成の成果を踏まえながらも、

これまで十分に捉えきれなかった「大都市富

裕層」や「上層・中間階層」の階層再生産戦

略、すなわち西洋的文化資本とそれを介して

の女子高等教育進学の実態を明らかにしよ

うという試みである。昭和初期より東京女子

高等師範学校、津田英学塾、東京女子大学、

東京女子医学専門学校など選抜的な高等教

育機関への進学には中等・高等一貫型女子教

育機関の生徒が有利であった。この中には、

東京女子大学、津田英学塾などへの進学率が

高かった都市の女子ミッション・スクールの

存在があったと考えられる。 

「大都市富裕層」および「上層・中間階層」

出身者は選抜的な女子高等教育機関への

進学よりも、いわゆる「エスカレータ式」

の併設校に入学する傾向にあったと考え

られる。女子ミッション・スクールの生徒

の出身地は、東京西郊から横浜湘南に偏在

し、このことは、こうした地域に西洋的文

化の移入期より、医師、弁護士、官公吏、

法人経営者といった近代セクターに所属

する人々が、子女の学校、教会、病院、文

化施設を中心として都市型の文化を築き、

そうした家庭環境と地域性が女子の高等

教育進学率との少なからぬ関連をもって

いたと推測された。 
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